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レンアイ米収穫
八女農業高等学校

　今年も台風やウンカの被害に耐えレンアイ米の収穫をしました。
　レンアイ米とは、レンゲ草とアイガモを活用して栽培したお米で
す。レンゲ草は窒素肥料となり、アイガモは、水田を泳ぐことで水
田の濁水効果により、雑草発生の抑制効果があります。
　レンゲアイガモ農法は、アイガモの飼育、水田周辺のネット設置
と手間はかかりますが、春のレンゲが咲く風景や、アイガモが水田
を優雅に泳ぐ姿は人々の心を癒やしてくれます。
　もちろん自然にも優しい栽培方法です。
　学校販売所「みらい館」、「道の駅たちばな」、「天神岩田屋」等で
販売します。ぜひ一度、御賞味いただきたいと思います。

12月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日
３日（火）、６日（金）、10日（火）、13日（金）、17日（火）、20日（金）、
24日（火）27日（金）
販売時間は、10時 30分～ 15時 30分です。
12月 20日（金）以降は 10時 30～ 12時 30分となります。
多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。
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● アルコールと肝臓病 
　肝臓は人間の臓器のなかでも脳と並んで最
も大きく、その重さは 1000 ～ 1500 ｇほど
あります。この肝臓の主な仕事は “物質代謝 ”
と “ 解毒 ” という、複雑かつきわめて高度な
内容です。
　これほど難しい仕事をこなしているのに、
実際に肝臓が働いているのは 2割前後で、あ
との 8割は休んでいます。言い換えると、肝臓は、その 6、7割がやられても、
正常と何ら変わらない仕事をこなせる、たっぷりの余力を秘めた臓器と言え
ます。
　このように肝臓が丈夫につくられているのは、人体でも特に重要な仕事を
受け持っているからで、“ 肝腎かなめ ” というのも、ここから生まれた言葉
です。
　これほど強い肝臓を痛めつける病気として、もっとも多いのが肝臓の炎症
（肝炎）ですが、その原因の一つにアルコールがあります。勿論、個人差も
ありますが、毎日ある量を、ある期間飲み続けていれば、確実にアルコール
性の肝障害が起きてきます。
　この場合、多くはまず肝臓に脂肪がたまる脂肪肝となります。これにもか
まわず、さらに飲み続けるとアルコール性肝炎となり、この肝炎を繰り返し
ているうちに肝臓は硬くなって凹凸を生じ、肝硬変となってしまいます。
　病気は早期発見・早期治療が大切なことは言うまでもないことですが、こ
のことは肝臓病も同じで、まだ脂肪肝のころであれば回復は可能です。ただ
困ったことに脂肪肝程度では、普通の血液検査でひっかかってこないことが
多いのです。従って、この時期には自分で自分の様子を探ることが大切です。
　目安として、飲んだあとの醒め具合が悪く、疲れが残り、食欲がないよう
なときは黄色信号です。今までは飲んでもしっかりとしていた人が、やたら
悪酔いするのも要注意です。
　こうした症状のある人は、週のうち土曜、日曜と、二日間でもアルコール
を飲まない日をつくる、いわゆる「休肝日」をつくってあげるだけでも、か
なり回復すると言われています。
　本人自身が週休二日制で休んでいるのですから、肝臓も休ませてあげるの
は当然と言えば当然のことです。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

筑後市徳久

野口　義人

　

毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
、
水
墨
画
、

水
彩
画
を
筑
後
市
サ
ン
コ
ア
に
て
、
池

上
一
峰
先
生
の
御
指
導
を
い
た
だ
き
、

教
室
で
は
家
庭
的
雰
囲
気
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
描
い
て
い
ま
す
。
楽
し
い
で
す

よ
！

　

瀬
高
町
清
水
山
に
あ
る
三
重
の
塔
の

側
に
、
お
寺
な
ど
を
想
像
し
て
描
き
加

え
ま
し
た
。
写

真
で
は
表
す
こ

と
が
出
来
な
い

趣
が
あ
る
絵
に

な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

小
旅
行
や
テ

レ
ビ
等
で
見
る

素
晴
ら
し
い
景

色
を
感
性
に
任

せ
て
描
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
水

墨
画
を
楽
し
く

描
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

八女市馬場

原口　和子
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催
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